
７ 薬物乱用発生時の対応マニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 発見者は，本人の症状が軽ければ保健室に連れて行く。症状が重い場合はその場において 

養護教諭に連絡する。その後直ちに校長に連絡する。 

２ 養護教諭は直ちに応急処置を行い，保健調査書よりかかりつけの病院を調べ，電話で受け入

れの確認をして，タクシーの手配を行う。担任は家庭へ，病状，行き先の病院名及び保険証持

参について伝える。 

３ 養護教諭は，保健調査書持参で病院へ移送する。治療が長引くときは，途中で校長に経過報

告をする。 

４ 養護教諭が不在のときは，担任又は教頭が行う。 

５ 必要に応じて，救急車の要請を行う。 

６ 校長は，薬物乱用が発生したら事実を確認し，適切な処置をとり，教育委員会へ状況を報告

する。必要に応じて，指導を受ける。 

７ 生徒指導部で今後の対応策を検討し，職員会議で共通理解を図る。その後，当該児童生徒の

家庭への指導を継続して行う。 

８ 教職員の共通理解のもとに児童生徒の指導を行い，必要に応じて家庭に協力を求める。 

９ マスコミ対応は，校長が行う。（窓口一本化） 
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